
第７０回全国植樹祭６周年記念イベント企画運営業務仕様書 

 

 

１ 目的 

2019 年 6 月に愛知県森林公園において、天皇皇后両陛下をお招きして開催した第 70 回全

国植樹祭から６周年を迎えるにあたり、記念イベントを開催し、同植樹祭の開催理念を将

来にわたって継承していくことを目的とする。 

 

＜第 70 回全国植樹祭・開催理念＞ 

   私たちは、「木材の利用」を山村
や ま

と都市
ま ち

をつなぐ架け橋とし、 

健全で活力ある「森林
も り

づくり」と「都市
ま ち

づくり」を進めていきます。 

 

２ 業務名 

  全国植樹祭６周年記念イベント企画運営業務 

 

３ 業務の履行期間 

  契約締結日から２０２６年２月２７日まで 

 

４ 業務の概要 

  第 70 回全国植樹祭６周年記念イベントの開催 

 （１）開催日時 

    ２０２５年１０月２５日（土） 午前９時２０分から午後４時まで 

 （２）場所 

    愛知県森林公園植物園内 広芝生 （尾張旭市大字新居５１８２－１） 

 （３）内容 

    第 70 回全国植樹祭の開催理念を継承するため、開催理念の趣旨にあった記念イベン

トを開催する。 

本イベントでは、お野立所を活用したステージイベントを行うとともに、広芝生等

において、森林・林業、緑化、木材利用等に関するブース出展・展示等を行う。 

    なお、本イベントは、同日同地で開催する他イベント（県森林公園指定管理者主催

「２０２５年森林公園オータムフェスタ（仮称）」）との連携コラボレーションによる

相乗効果により、開催目的が効果的に達成できるものとする。 

（４）想定参加人数 

３，０００人 

（５）ステージイベント 

ア 第 70 回全国植樹祭もしくは愛知県にゆかりのあるタレント等（２組）及び県内の

児童・生徒等を出演者とし、知事と出演者が一緒になって森林・林業や木材利用等

の魅力を発信するステージ企画を行う。 

イ また、あわせてステージでは、木材利用等に関する各種知事表彰を行う。 



（６）デモンストレーション伐倒 

    森林・林業の魅力を発信するコンテンツとして、ステージイベントとあわせて、

チェーンソー技術を競う競技会経験者（ＪＬＣ（日本伐木チャンピオンシップ）経

験者等）による立木に見立てた丸太（地上高約 10m）の伐倒（２本）の実演を、知事

とタレント等出演者を交えた演出を加えて行う。 

    なお、本デモンストレーション伐倒に係る設営撤去費、資材費及び謝礼金につい

ては、別途、県が措置するものとする。ただし、本デモンストレーションを含む６

周年記念イベント全体としての企画調整・司会進行等は本業務に含むものとする。 

 （７）ブース出展等 

 ア 出展ブース（10 店程度、これを超えるブース数も可）及び木製遊具等展示物は、

第 70 回全国植樹祭の開催理念と親和性のある内容とし、参加体験型ブースなど、子

どもから大人まで楽しめるブースエリアを企画し、運営すること。 

   イ 木製品の展示等を行う場合は、あいち認証材を利用した製品等の展示に努めるこ

と。 

    [あいち認証材：愛知県産材認証機構が認定した認定事業者が扱う、愛知県内で産出

されかつ合法的に伐採された木材及びこれを使用した製品のこと] 

ウ 農産物の地産地消に配慮した飲食ブース（キッチンカーを含む）を設置すること。 

「いいともあいち」の登録店（窓口：食育消費流通課）については、飲食ブースに

その旨掲示する。 

（８）他イベントとの連携コラボレーション 

    受託者は、他イベント主催者との綿密な調整のうえ記念イベントを企画し、運営

すること。 

 （９）その他 

    森林公園の駐車場のみでは不足することが見込まれる場合は、会場まで徒歩で行く

ことができる臨時駐車場を設け、必要な人員を配置すること。 

 

５ 業務委託内容 

 （１）実施計画案の作成 

    受託者は、具体的な実施内容を企画・検討し、次の事項に係る実施計画案を作成し、

委託者と協議する。 

   ア イベントの内容 

   イ 実施スケジュール 

ウ  広報の方法 

   エ 業務実施体制 

   オ 安全対策 

   カ 業務実施にあたっての環境配慮事項 

（２）業務計画書の作成 

受託者は、実施計画案について委託者の了承のうえ、業務実施に係る業務計画書を

作成し、委託者の承認を得て、業務を実施すること。 

 （３）第７０回全国植樹祭６周年記念イベントの開催 



   ア 準備業務 

     業務計画書に基づき、次の事項に係る準備業務を行う。 

   （ア）実施内容の決定 

   （イ）イベント併催関係者との調整 

   （ウ）タレント等の出演調整 

   （エ）ブース出展・木製品等展示の募集 

   （オ）出展者説明会の開催 

   （カ）イベント広報（多数の県民参加が得られるよう学校等へチラシを配布するなど、

効果的な周知を行うこと。） 

   （キ）集客コンテンツの企画提案（ステージイベント、出展・展示等、来場者数増加

につながるもの） 

   （ク）会場の使用や運営・撤去等に係る調整 

   （ケ）スタッフ等の確保・手配 

   （コ）スタッフ等に対する必要な事前研修・打合せ 

   （サ）傷害保険の加入手続き及び保険料の支払い 

   （シ）雨天時の対応 

   （ス）緊急連絡網の作成 

      開催日に地震・暴風警報等が発令された場合の取扱いについて定め、これを関

係者に連絡する方法を整えること。 

   （セ）上記のほか、実施に必要な準備 

   イ 設営・撤去業務 

     会場設営準備、機材の設置、それに付随する業務の実施並びに終了後の撤去を適

正に行うため、次の業務を行う。 

（ア）実施日程、時間帯の調整 

（イ）会場・施設等の構造、形状を損なわないように養生を行うこと。 

万が一会場・施設等を損傷した場合は、受託者の責任において原形復旧するこ

と。（損傷のおそれが見込まれる箇所については、損傷発生の事由が当該イベン

トに起因するものかどうか判断するため、あらかじめ、イベント実施前に施設管

理者とともに現地を確認しておくこと。現地確認時には使用前の現地写真を撮影

しておくこと。） 

（ウ）案内表示等の作成、設置及び撤去 

（エ）資機材等の一切の準備及び手配 

（オ）資機材等の搬出入に当たり、スタッフの配置、必要な安全対策等 

（カ）終了後の清掃業務 

   当初通りに原状回復し、発生したゴミ等は、受託者が持ち帰る等、受託者の責

任において行うこと。 

（キ）上記のほか、業務実施に必要な設営・撤去等 

   ウ イベントの運営業務 

     業務計画書に基づき、イベント当日の運営業務を行う。 

 （４）業務委託記録作成業務 



    業務終了後、実施状況や運営状況等について、記録写真、イベントの参加状況、メ

ディア等の取材状況等も含め、実施内容がわかる業務報告書を次のとおり作成し、委

託者へ提供する。 

   ア 紙媒体 １部 

   イ アに係る電子データ 1 式（CD-ROM 等の汎用的記録媒体で提出） 

 （５）その他業務実施に係る事項 

   ア 業務実施に必要な費用の支払い 

   イ 上記のほか、業務実施に必要な事項 

 

６ その他留意すべき事項 

 （１）本業務は、企画競争型随意契約のため、提案した事項は、委託者の指示がない限り

実行すること。 

 （２）企画提案した事項に係る企画、調整、準備、施工、管理運営、撤去、資料作成及び

その他それを遂行する上で必要なものの費用は、本契約に含むものとし、受託者が負

担すること。 

 （３）受託者は、本業務の開始から終了までの間、本業務を総括する責任者１名を選任し、

業務実施方法、進捗状況の確認等、本業務の円滑な実施のために、委託者と定期的に

連絡調整を行うこと。 

 （４）受託者は、運営に際し、会場に責任者を配置し、委託者や会場管理者、他のイベン

ト関係機関との連携・調整を行うこと。 

    また、会場設営及び使用方法については、会場の使用に関する規則を遵守すること。 

 （５）安全管理に十分に配慮し、事故の未然防止に努めるとともに、事故等が発生した場

合には、責任の所在を明確にし、事故報告書を速やかに委託者に提出すること。 

 （６）受託者は、成果物の著作権（著作権法第２７条及び第２８条に規定する権利を含む。

以下、同じ）を委託者に無償で譲渡するものとし、著作権人格権を行使しないものと

すること。また、著作権関係の紛争が生じた場合、一切を受託者の責任において処理

すること。 

 （７）納入される成果物について、第三者が権利を有する著作物（以下「既存著作物等」）

が含まれる場合には、受託者は、当該既存著作物等の使用に必要な費用負担及び使用

許諾契約等に係る一切の手続きを行うこと。 

 （８）委託者が、県の森林・林業施策を推進するため、会場でのパネルやポスターの掲示、

来場者へのパンフレット等の配布等を指示した場合には、受託者はこれを行うこと。 

 （９）受託者は、本業務の実施に必要なパンフレット、チラシ等の作成に当たっては、間

伐材パルプ利用割合が２０％以上ある用紙の優先利用に努めるものとする。 

 （10）本仕様書に定めのない事項については、その都度委託者の指示を受けて処理するこ

と。 

 （11）受託者は、委託者から業務の進捗状況を把握するために資料等を要求された場合に

は、速やかに提出すること。 

 （12）本業務の実施に当たり、疑義が生じたときは、委託者と受託者が協議の上、決定す

るものとする。 


